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導入

沖縄県内自治体にて初導入。
クラウド型のAI音声認識で全庁
の議事録作成を半自動化。

沖縄県庁 様

導入前の課題 導入後の効果
全庁に共通する議事録作成業の効率化が急務

限られた人員・予算で多岐に渡る業務をこなさなくて
はならない

●

●

クラウド音声認識のため、複数の部署で汎用的な運
用が可能
議事録作成業務の効率化で、お客様対応などに注力
できるように

●

●

「沖縄県行政運営プログラム」の一
環として導入

沖縄県庁では、限られた行政資源のもと、

より大きな成果を上げる行政経営を目指して

います。持続可能な財政マネジメント等を強

化する為、「沖縄県行政運営プログラム」が

策定されました 。プログラムの一環として議

事録作成の自動化が検討される中、クラウド

型文字起こしサービス「ProVoXT」を導入し、

沖縄県内で初めて運用を開始しました。

全庁で汎用的に運用可能なクラウド
システム

議事録の作成は、ほぼ全ての部署に共通

する業務であり、どんな部署でも汎用的かつ

効率的に運用できるシステムが必要です。

「ProVoXT」はクラウド型のシステムである事

から、全庁での一括導入に最適です。沖縄

県庁では、出先機関も含め各課単位でIDを

発行し、運用を進めています。

業務負担を大幅軽減。今後欠かせ
ないものとなる見込み

導入後は、これまで終始手作業で行ってい

た議事録作成業務を半自動化できました。

会議中に録音した音声をクラウドにアップ

ロードするだけでテキスト化される為、文字

起こしにかかる業務負担が大幅に削減されて

います。認識結果の修正が必要な場合も、

テキストデータと紐づいた音声を聞きながら

簡単に編集可能です。

導入したばかりですが、既に大幅な業務

負担削減に繋がっているという声が多く上

がっており、業務に欠かせないものとなる見

込みです。今後も積極的に運用を進めてい

きます。

議事録作成業務の効率化で、行政
サービスに注力

これまでは、マイク設備が整っているフォー

マルな会議室や講堂、ポータブルスピーカー

完備の中規模会議室等に利用範囲が限定さ

れていました。今後はバウンダリーマイクの

導入によって、小規模な会議室等にも活用を

広げていきたいです。

沖縄県庁では引き続き、事務手続きの簡

素化やICTの活用等で事務処理を改善・効

率化し、多様化するニーズや行政課題に対し

て、限られた人員・予算でより高品質な対応

を目指します。

ProVoXT

自治体・官公庁

沖縄県庁
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※アドバンスト・メディアは（財）日本情報処理開発協会により、個人情報を適切に取り扱っている事業者である事を示す「プライバシーマーク」の付与認定を受けています。

〒���-����
東京都豊島区東池袋 3-1-1 サンシャイン 60 42F
URL: https://www.advanced-media.co.jp/  
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VoXT（ボクスト）事業部

 （開発・発売元）

株式会社アドバンスト・メディア

ProVoXT（プロボクスト）は、インターネットに接続できれば、ど

こでも簡単にAI音声認識AmiVoice®による音声ファイルからの文字

起こしがご利用いただけます。

文字起こしした結果はChatGPTと連携するエディタでそのままAI要

約・編集・共有できます。

地方公共団体向けには、総合行政ネットワークLGWAN環境で利用が

可能です。インターネット接続系と並行して同環境でご利用いただ

くことも可能です。

利用人数制限がないため、1部署から全社利用まで、様々な規模で

の運用が可能です。小規模からスタートしアカウントを増やしてい
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運用イメージ

▶ 全庁で汎用的に運用

認識結果を
VTXT、TXT、CSVに出力

クラウドにて
音声認識処理

ID
PW

A事務局
20時間12分

B部署
30時間25分

C管理課
3時間29分

F事務所E委員会D相談室C管理課B部署

ProVoXT（クラウドサービス）管理部門

A事務局

管理部門から通知されたＩＤ・パスワードで
セクション別アカウントにログイン

管理アカウントで各部署の
利用実績等の統計を確認可能


